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登録リスト（該当：325件）
  ≪  1  2  3  4  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 支部通信「浅間山行」]	支部通信「浅間山行」	浅間山登るのがしんどいというのが伝わってきて面白いと感じた。そして、今よりは道も整備されてなかったのではないかなどと想像が膨らんで、見ていて面白いと感じた。

『西塩田時報』第9号(1924年9月1日)3頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0047.jpg　	2022-12-26
	2	[image: 秋冬の短歌と俳句（『西塩田時報』第32号(1949年11月20日)2頁）]	秋冬の短歌と俳句（『西塩田時報』第32号(1949年11月20日)2頁）	数多くの短歌や俳句がある中で、房子さんの「雨晴れや夕日に映える紅葉山」が風景・情景が頭の中で想像できて、素敵だったため、選びました。
皆さんはどの短歌や俳句がお好きですか？

▼この記事は以下から参照できます。
『西塩田時報』第32号(1949年11月20日)2頁

https://https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns15_post021to040.pdf	2022-12-26
	3	[image: 水泳の効果について]	水泳の効果について	水泳が及ぼす効果について書かれた記事である。戦時中ではあるが、このような記事がありほっこりするような気持ちになりました。時報に対して堅苦しい印象があり、子供はなかなか目にしにくいような難しい事がたくさん書かれているのではないかと思っていましたが、このような記事は子供にも読まれやすい面白い内容であり、自分自身もとても興味深いと思いました。	2022-12-26
	4	[image: 昭和27年（1952）の殺人事件（『西塩田時報』第73号）]	昭和27年（1952）の殺人事件（『西塩田時報』第73号）	西塩田広報第73号より
加害者の住所が朝鮮でしたので、てっきり異邦人の犯罪かと思いましたら、当時の朝鮮のこの地区は日本領土でした。強盗内容も千円とありますが、当時の相場としては約5倍ほどだそうです。（間違っていたらすみません）時代背景がわかる記事ですので取り上げさせていただきました。

▼この記事は以下から参照できます。
#364 #364 『西塩田時報』第73号(1952年7月3日)2頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns17_post061to080.pdf	2022-12-26
	5	[image: 食べる楽しみ食べる工風(『西塩田時報』第22号(1949年1月25日)3頁)]	食べる楽しみ食べる工風(『西塩田時報』第22号(1949年1月25日)3頁)	お正月の雰囲気がこの記事から感じられるので、お気に入りです！
▼この記事は以下から参照できます。
『西塩田時報』第22号(1949年1月25日)3頁


https://https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns15_post021to040.pdf	2022-12-26
	6	[image: 女子の意見の出ない訳（『西塩田時報』第６号（１９４７年６月２０日）４頁）]	女子の意見の出ない訳（『西塩田時報』第６号（１９４７年６月２０日）４頁）	男女同権の思想がちょうど広まった時代、女性の意見が少ないことが、当時の男性はどう思っていたのかが分かるお記事です。一理あると思える意見もあれば、それは筋違いだろうと思ってしまう意見もありおもしろいと思いました。
▼この記事は以下から参照できます。
『西塩田時報』第６号(1947年6月20日)4頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns14_post001to020.pdf	2022-12-26
	7	[image: 小説「前編」]	小説「前編」	連続小説の前編が描かれている。戦前の時報では、様々な情報を発信する手段として時報が利用されていた印象であるが、戦後では情報に加え絵や写真を用いた記事がたくさんあり、その当時の人々はこのような事を感じていないと思いますが、現代を生きる私が読んだ感想としては戦後の平穏な生活に一歩近づいているようなそんな雰囲気を読んでいて感じました。	2022-12-26
	8	[image: 農村のテトメよ]	農村のテトメよ	男尊女卑が激しく当時は束縛が多かった女性だが農業をすることには何の束縛はないという当時の風習が分かるという部分が興味深く面白いです。




▼この記事は以下から参照できます。
#364 #364 『西塩田時報』第84号(1930年11月1日)2頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0364.jpg	2022-12-26
	9	[image: 標語（『西塩田時報』第28号（１９２６年３月１日）３頁）]	標語（『西塩田時報』第28号（１９２６年３月１日）３頁）	今から約１００年前の時代の標語です。
緩い現代を生きている身からすると、少し厳しく感じました。
▼この記事は以下から参照できます。時報』第28号(1926年3月1日)3頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns03_021to040.pdf	2022-12-26
	10	[image: 成人式行事（『西塩田時報』第１００号、１９５６年）]	成人式行事（『西塩田時報』第１００号、１９５６年）	私は今年度成人式を行いますが、こんなに昔から成人式があったことに驚きました。しかし、式の内容はいまと全く違う内容であったので非常に興味深かったです。
▼この記事は以下から参照できます。
#1327 『西塩田公報』第100号(1956年1月1日)1頁

https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p1327.jpg	2022-12-26
	11	[image: 農業議員選挙（『西塩田時報』第８２号、１９５４年）]	農業議員選挙（『西塩田時報』第８２号、１９５４年）	昔は農業議員選挙というものがあったことに驚きました。さらに今では選挙はCMやチラシなどで目にすることが多いですが、かつては時報でそれを伝えていたことにも驚きました。
▼この記事は以下から参照できます。
#1254 『西塩田公報』第82号(1954年7月5日)2頁

https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p1254.jpg	2022-12-26
	12	[image: 運動のシーズン！（『西塩田時報』第70号（昭和4年9月1日）3頁）]	運動のシーズン！（『西塩田時報』第70号（昭和4年9月1日）3頁）	運動促進を喚起する内容の記事である。まず「ゴム底足袋」というワードのインパクトがすごかった。また百年程度で足袋からいまの靴に進化していることにも驚いた。現在の新聞にあるような小さな広告だが面白さを感じた。

▼この記事は以下から参照できます。
#305『西塩田時報』第70号(1929年9月1日)3頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0305.jpg	2022-12-26
	13	[image: お盆用必需品は自分の店で！（『西塩田時報』第69号（昭和4年8月1日）3頁）]	お盆用必需品は自分の店で！（『西塩田時報』第69号（昭和4年8月1日）3頁）	お盆に必要なものは組合でそろえてくださいという内容の広告の記事だが、現在のCMを文面にしたらこうなるのかなと想像もできて面白い。また、「組合」「配給」も当時の様子を想像できて興味深かった。

▼この記事は以下から参照できます。
＃301『西塩田時報』第69号(1929年8月1日)3頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0301.jpg	2022-12-26
	14	[image: いゝ本を読みたい]	いゝ本を読みたい	「いゝ本を読みたい」という極めて世俗的なタイトルに惹かれた。何かに触れて心が動かされるという行為は、今も昔も変わらないということを実感できた。昔の人というのは遠い存在に感じがちだが、この記事を読んで近くに感じることができた。
「そして自分の頭の悪いのが何より悲しみの深い一つだ」という最後の一文が特に共感できる部分である。

▼この記事は以下から参照できます。
#75 『西塩田公報』第17号(1925年4月1日)1頁

https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0075.jpg	2022-12-26
	15	[image: 給桑上の注意]	給桑上の注意	当時の蚕への給桑について書かれていました。
桑の状況や蚕の状況、気温などに考慮して与えていたのかが分かります。
蚕の食欲に普通期、此連食期、間食期、休食期があるのがとても興味深かったです。

この記事は以下から参照できます。
「西塩田時報」第１４２号(１９３５年９月１日)４貢	2022-12-26
	16	[image: さばとにしんの調理法]	さばとにしんの調理法	西塩田時報には、「家庭メモ(家庭欄)」というコーナーがあり、ここでは家庭の豆知識を読むことができます。
昭和24年と古い記事なのですが旬の魚のレシピとしてサバとニシンが紹介されていました。
ぜひ皆さんも作ってみてはいかがでしょうか？

この記事は以下より読めます。
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns16_post041to060.pdf	2022-12-26
	17	[image: 小学校だより　 『西塩田時報』第19号(1925年6月1日)3頁]	小学校だより　 『西塩田時報』第19号(1925年6月1日)3頁	当時の西塩田小学校生徒の身体測定の結果が載せられた記事。「身体測定の結果が公にされる」こと事態が現代では考えられないことですが、結果についての講評から軍隊としての戦力をほのめかす様な印象を受け、時代の違いを感じられる記事でした。

▼この記事は以下から参照できます
#85 『西塩田時報』第19号(1925年6月1日)3頁	2022-12-26
	18	[image: 家庭パンの作り方　『西塩田時報』第138号(1935年5月1日)3頁]	家庭パンの作り方　『西塩田時報』第138号(1935年5月1日)3頁	一般家庭向けの食パン、菓子パン用のフルーツジャムやクリームのレシピが掲載されている記事です。小麦粉、砂糖などの単位がグラムだけでなく匁（もんめ）でも書かれていたり、文体が現在と異なっている点に興味を惹かれました。一番気になったのは材料についてで、「家庭パンの作り方」とありますが、当時の一般家庭でバター等はどれぐらい貴重だったのか等想像が広がる記事でした。

▼この記事は以下から参照できます。
#615 『西塩田時報』第138号(1935年5月1日)3頁	2022-12-26
	19	[image: 文芸・雑煮(『西塩田時報』第12号(1948年1月30日)4頁)]	文芸・雑煮(『西塩田時報』第12号(1948年1月30日)4頁)	文芸のコーナーに掲載された小説。戦後の雰囲気を感じさせる。


▼この記事は以下から参照できます。
#1006『西塩田時報』第12号(1948年1月30日)4頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p1006.jpg	2022-12-26
	20	[image: 偶言(『西塩田時報』第124号(1934年3月1日)4頁)]	偶言(『西塩田時報』第124号(1934年3月1日)4頁)	悪意はないのに人との用事を先送りにしてしまう悪習を改めるべきだという記事。
現代にも通ずるこの習慣は戦前にもあったのかもしれない。

▼この記事は以下から参照できます。
#552『西塩田時報』第124号(1934年3月1日)4頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0552.jpg	2022-12-26
	21	[image: 乳児の育て方]	乳児の育て方	現代ではネットや書籍など様々な情報ツールが存在し、分からなければそれらを頼れば大抵は解決できます。しかし、過去戦前の世ではそのような対応をとれない中、本記事のように時報の中で情報の提供が行われていたようです！今回はその中で目に付いた「乳児の育て方」といった内容の記事を取り上げてみました。

想像以上に詳しく説明がなされていて驚きました。

▼この記事は以下から参照できます。
#1168 『西塩田公報』 第31号(1926年6月日)1頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns03_021to040.pdf	2022-12-26
	22	[image: 睡眠について]	睡眠について	現代、理想的な睡眠についてはいろいろな研究や見解をもとに様々な意見が展開されています。そんな中、過去戦前の世の中では一体どういった睡眠サイクルが良いものとされていたのか本記事ではそう言った内容を知ることができます。

戦前の世の中だからこその違った視点などで論じられている部分もあり、なかなかに興味深かったです...

▼この記事は以下から参照できます。
#1168 『西塩田公報』 第29号(1926年4月1日)4頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns03_021to040.pdf	2022-12-26
	23	[image: 主食類盗難予防に就て（『西塩田時報』[戦後]第30号　1949年9月20日）]	主食類盗難予防に就て（『西塩田時報』[戦後]第30号　1949年9月20日）	この時代でもまだお米は貴重なものであったことが分かった。盗んでいくものがお金ではなく、お米を盗んでいる所が今の時代には全く見当がつかないところで面白さを感じた。

▼この記事は以下から参照できます。
#1063 『西塩田時報[戦後]』第30号(1949年9月20日)3頁

https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p1063.jpg	2022-12-26
	24	[image: なぜ金を政府へ（『西塩田時報』第188号　1939年7月1日）]	なぜ金を政府へ（『西塩田時報』第188号　1939年7月1日）	金を納めさせる理由として日本で使われている「お札」では海外との取引が出来ないということが書かれている。
当時はそれを理解していなかった人も多かったのかもしれない。

▼この記事は以下から参照できます。
#843 『西塩田時報』第189号(1939年8月1日)1頁
（恐らく表記ミスで189号になっているが正しくは188号）

https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0843.jpg	2022-12-26
	25	[image: 故郷から兵たいさんへ（『西塩田時報』第176号　1938年7月12日）]	故郷から兵たいさんへ（『西塩田時報』第176号　1938年7月12日）	兵隊さんが安心して戦えるように故郷から幼い子供がメッセージを送っている。
漢字とひらがなが織り交じっており、どこか心にグッとくるものがあった。

▼この記事は以下から参照できます。
#784 『西塩田時報』第176号(1938年7月12日)2頁

https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0784.jpg	2022-12-26
	26	[image: 学校だより]	学校だより	学校生徒の身長体重について、全国と比較したデータなどが載っている。

現代では、生徒の発育状況について詳しく記事になることは考えられないが、当時は身長や体重も重視されていたのだと思った。

▼この記事は以下から参照できます。
西塩田時報　第一号（大正12年7月1日発行　3ページ）	2022-12-26
	27	[image: 歳入出予算表]	歳入出予算表	村のお金がどのような用途に使われていたのかが細かく書かれている。

伝染病の予防費や学費ものっていて、金銭の状況から当時の村の様子が想像できて新鮮だと思った。

▼この記事は以下から参照できます。
西塩田時報　第一号（大正12年7月1日　2ページ）	2022-12-26
	28	[image: パトロールカー]	パトロールカー	西塩田村にパトカーが導入された際の記事を見つけました。今とは違ってパトカーと略さずに「パトロールカー」と呼ばれていることが新鮮に感じました。また、形状も現代のパトカーとかけ離れていて驚きました。

▼この記事は以下から参照できます。
#1196『西塩田公報』 第67号(1953年4月5日)2頁	2022-12-25
	29	[image: 野菜のゆでかた]	野菜のゆでかた	野菜をゆでる際のコツが書かれた記事を見つけました。料理が下手な自分にとっては、結構参考になりました。あと、右上にミッキーマウス(?)が描かれているのが気になりました。

▼この記事は以下から参照できます。
#1168 『西塩田公報』 第57号(1952年4月1日)4頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns16_post041to060.pdf	2022-12-25
	30	[image: K君の日記]	K君の日記	弟妹のけんかしている描写から始まるK君の日記。何気ない日常の中に現在の弟妹の姿から昔の自信を連想し懐かしんだりしているところに面白みを感じた。

▼この記事は以下から参照できます。
＃1183『西塩田公報』第62号(1952年11月5日)3頁
	2022-12-25
	31	[image: みんな輪になれ]	みんな輪になれ	この曲が発売されたのは昭和16年8月とされている。当時の踊りと言えば盆踊りが主流とされていたが軍歌に振り付けを付けて子供たちに教えていた人たちがいたそうだ。まさに軍国世界の音頭である。

▼この記事は以下から参照できます。
 『西塩田村公報』第7号(1943年3月30日)6頁
	2022-12-25
	32	[image: お嬢様試験の問題集ーアナタは如何？ー（『西塩田時報』第31号（1949年10月20日）4頁）]	お嬢様試験の問題集ーアナタは如何？ー（『西塩田時報』第31号（1949年10月20日）4頁）	10個の質問で自分がどのくらいのお嬢様かどうかを知ることが出来る記事。古い記事や堅い内容の記事が西塩田時報の中で非常にカジュアルな内容で目に留まった。お嬢様とはこうあるべきという心持を学ぶことが出来る。現代にも通じる内容などもあり、興味深いものだった。	2022-12-25
	33	[image: 君たちは幸福だ]	君たちは幸福だ	人の妻と心中したA氏と彼の後を追った若者達について書かれている。A氏を崇拝した若者達への皮肉がこもっている。

▼この記事は以下から参照できます。
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0008.jpg	2022-12-25
	34	[image: 青年の聲　【『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁】]	青年の聲　【『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁】	太平洋戦争が終結した際の日本国内の様子が書かれている。自分にとっては教科書的な内容であった国民主権や思想良心の自由への移行への国内の動向を知ることが出来た。今では当たり前にあるような考え方も当時は反発もあったようだ。現代とギャップが非常に興味深いものだった。	2022-12-25
	35	[image: 学力試験問題]	学力試験問題	試験問題

当時の時勢が試験問題に現れている。

▼この記事は以下から参照できます。
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0001.jpg	2022-12-25
	36	[image: 暦の話『西塩田時報』第92号（1931年7月1日）1頁）]	暦の話『西塩田時報』第92号（1931年7月1日）1頁）	学者たちは、現在の暦はよく出来ているが不都合な点も多いため、もっと合理的で便利な暦を作ろうと長年研究していた。その結果、一年が13ヶ月からなる暦が作られ、それが国際会議に提案され採択されそうになっている。この機会に、暦の編み方、暦の歴史などについて書いてみるという内容の記事です。
まず1年が13ヶ月の暦が開発され採択されそうになっていた事実に驚きました。また、筆者は6ヶ月に渡り太陽や月、その他惑星について詳しく解説しており、この記事を読むだけで科学について学べそうだと感じました。


▼この記事は以下から参照できます。
#397『西塩田時報』第92号(1931年7月1日)1頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0397.jpg	2022-12-25
	37	[image: 壮丁学力検査問題（『西塩田時報』第1号（1923年7月１日）1頁）]	壮丁学力検査問題（『西塩田時報』第1号（1923年7月１日）1頁）	明治時代、徴兵制度に基づいて満20歳の青年全員に行われた「壮丁検査学力試験」の問題が載っていました。壮丁検査とは、徴兵検査受検義務者を壮丁と称し、教育や学力の程度を測るための調査です。
「人の本分は何か」という問いや、「我等の進むべき道」という題の作文がありました。また、書取では「議会協賛」や「心身鍛錬」などが出題されていました。問題から、戦争が身近にあり、求められているのは化学的な知識や学力ではなく、愛国心や天皇や国策に関する理解だったことが読み取れました。


この記事は以下から参照できます。
#1『西塩田時報』第1号（1923年7月１日）1頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0001.jpg	2022-12-25
	38	[image: 部落ニュース]	部落ニュース	この記事は西塩田時報の中で2番目に興味深いと思った記事である。これをなぜ選んだか、それは今ではあまり良い印象で使われない用語とされている｢部落｣という言葉が日常で使われていたということをしっかりと確認出来る生地だからである。
時代の移り変わりをしっかりと認識させる、そんな1枚であるなと思い昔のことに思いをはせながら読める記事である。

▼この記事は以下から参照できます。
#567 『西塩田時報』第128号(1934年7月1日)3頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0567.jpg	2022-12-25
	39	[image: イスカの嘴]	イスカの嘴	私が西塩田時報の中で一番面白いと思ったものは｢イスカの嘴｣というタイトルの上田劇場で披露する予定の物語
今では使われないような｢お役人｣という言い回しもさることながら、文末が｢エへヽヽヽヽ｣で終わっているところにとても惹かれた。
村長にお願いする文言が書かれていたりしており、文末の｢エへヽヽヽヽ｣があることにより、下の立場のものらしい小物感がとても醸し出されていて読んでて面白い文章であった。

▼この記事は以下から参照できます。
#5 『西塩田公報』第号(1923年9月1日)1頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0005.jpg 	2022-12-25
	40	[image: 不況に對する意見表示（『西塩田時報』第８２号（１９３０年９月１日）１頁）]	不況に對する意見表示（『西塩田時報』第８２号（１９３０年９月１日）１頁）	この時代の景気や社会情勢が顕著に示されていてこの文だけで不況であったことが読み取れる部分が面白いと思った。
農民は節約をせざるを得ない状況にあり、生活が非常に苦しい状況であったことがわかった。また、この状況に対して消費節約、生活改善を促す内容ばかりであり、政治的な対応はされていなかったということも読み取れた。	2022-12-24
	41	[image: 青年期の問題に就て（『西塩田時報』第６５号（１９２９年４月１日）２頁）]	青年期の問題に就て（『西塩田時報』第６５号（１９２９年４月１日）２頁）	青年期の問題について記載されており、その内容の中でも結婚年齢が徐々に遅れているという内容が現代と通じていて面白いと思った。この頃から「青年」や「壮年」が何歳からと規定されていたことを知り、驚いた。昔は１５～２５歳を青年と呼んでいたが、時が経つにつれ年齢が変化しているということを知った。

▼この記事は以下から参照できます。
＃２８４『西塩田時報』第６５号（１９２９年４月１日）２頁	2022-12-24
	42	[image: お嬢様試験の問題集ーアナタは如何？ー（『西塩田時報』第31号（1949年10月20日）4頁）]	お嬢様試験の問題集ーアナタは如何？ー（『西塩田時報』第31号（1949年10月20日）4頁）	「お嬢様なら○○であるでしょうね」と書かれた10個の問題があり、自分はどのくらいお嬢様であるか知ることができる記事だ。

男の友達を持っている、化粧が上手、花嫁修業のお稽古に忙しい等がお嬢様の条件とあり、偏見のことばかりが書かれているように思えるが、自分に当てはめて考えてみると面白いと思うので、是非ご覧いただきたい。

▼この記事は以下から参照できます。
#1068『西塩田時報』第31号（1949年10月20日）4頁	2022-12-23
	43	[image: 女性の心理（『西塩田時報』第3号（1946年10月20日）3頁）]	女性の心理（『西塩田時報』第3号（1946年10月20日）3頁）	女性は感情性が強く、その感情が女性の心情を支配するものだと記されている。

同年4月に、女性に参政権が与えられた。「女性として、最も大切なことは慈愛心であり、柔順にして判断力が強く、徒に感情に走らず、事に嘗つては堪え忍ぶ底力の強いのが日本女性の美点とする處である。」という文章が、男女平等、女性を下に見ないために書かれた記事なのかと推測できる。

▼この記事は以下から参照できます
#961「西塩田時報」第3号（1946年10月20日）3頁	2022-12-23
	44	[image: シベリアの想いで(『西塩田時報[戦後]』第24号3頁)]	シベリアの想いで(『西塩田時報[戦後]』第24号3頁)	ロシアの捕虜として満洲からシベリアに送られた人が書いた記事である。
シベリア送りになった捕虜は辛い目にあったんだろうなと悲惨な状況を想像して読んだが、想像していたものとは違い心温まる話だった。捕虜になった人々の悲惨な話はよくニュース等で聞くが、この記事のような温かい話は聞いたことも読んだこともなかったので新鮮だった。

▼この記事は以下から参照できます。
#1043 『西塩田時報[戦後]』第24号(1949年3月25日)3頁	2022-12-23
	45	[image: 米の節約！勝利の一歩(『西塩田時報』第１９８号１項)]	米の節約！勝利の一歩(『西塩田時報』第１９８号１項)	日中戦争時、東京などの都市だけでなく、地方でも節米運動が行なわれていたことが分かる記事である。白米ではなく、麺類や七分づき米、雑穀米を代用として食べるように書かれている。戦時中、栄養不足にならないために栄養豊富である雑穀米などを食べていたのだと考えていたが、日本の物資不足も要因の一つであったことが分かった。
また、「勝利への第一歩」という言葉から、国民の戦争意欲を高めようとしていることがうかがえる。戦時中という時代背景を強く実感できる記事のタイトルだと感じた。

▼この記事は以下から参照できます。
#879 『西塩田時報』第198号(1940年5月1日)1頁	2022-12-23
	46	[image: 歴史的事象が想像されて来る。アイヌ式土器（『西塩田時報』第７号（１９２４年７月１日）１頁）]	歴史的事象が想像されて来る。アイヌ式土器（『西塩田時報』第７号（１９２４年７月１日）１頁）	上田とアイヌに古代の繋がりがあるとは思わなかったので、西塩田時報に「アイヌ」という言葉が出てくるだけで驚きだった。しかも、上田地域からアイヌ式土器が発掘されているというのだから、更に驚いた。

▼この記事は以下から参照できます。
#37 『西塩田時報』第7号(1924年7月1日)1頁	2022-12-22
	47	[image: お願ひ（『西塩田時報』第４号（１９２４年１月１日）４頁）]	お願ひ（『西塩田時報』第４号（１９２４年１月１日）４頁）	個人的な忘れ物についてのお願いが、公的な発行物に平然と載っている様が面白いと感じた。
現代にはおそらく見られないような記事だと思う。

▼この記事は以下から参照できます。
#18 『西塩田時報』第4号(1924年1月1日)4頁	2022-12-22
	48	[image: 引揚者を暖かい気持ちをもって迎えましょう]	引揚者を暖かい気持ちをもって迎えましょう	過酷な環境から帰ってくる引揚者の人々に冷たい態度をとらず暖かく迎えましょうと呼びかける内容です。
第二次世界大戦が終わった後の記事で海外にとどまることを強いられた人々への思いやりや終戦後の日本の一体感が読み取れる記事です。
#965 『西塩田青年団報』第4号(1946年11月25日)3頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0965.jpg	2022-12-21
	49	[image: 火の用心]	火の用心	他の災害と比較して火事は我々の意識で防ぐことができあるという内容をユーモアを交えて訴えかけた記事です。
地震雷火事親父という今でも耳にする言葉を用いられていて、当時から親父の部分に疑問を持つような書き方がされていて、そのうえ火事への注意喚起は真面目に訴えかけている点が面白いと感じました。

#957 『西塩田青年団報』第2号(1946年9月20日)3頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0957.jpg	2022-12-21
	50	[image: 青年の聲　【『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁】]	青年の聲　【『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁】	これは当時の太平洋戦争が終わりポツダム宣言を受諾した日本の意見が良く分かる記事です。おそらくこの記事のようにポツダム宣言に賛成した派と否定派で激しく争ったように感じ取れます。そのような昔の雰囲気を感じ取れる記事として面白く思えました。


▼この記事は以下から参照できます。
#985 『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁


https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p1261.jpg	2022-12-21
	51	[image: 火の用心　【『西塩田青年団報（戦後）』第2号(1946年9月20日)3頁】]	火の用心　【『西塩田青年団報（戦後）』第2号(1946年9月20日)3頁】	この記事は当時はかなりの災害だった火災に対する恐ろしさとその対策について書かれている記事です。しかし単なる災害防止の記事だけでなく読みやすいようユーモアがある筆者の独白なども書かれていて面白いです。


▼
この記事は以下から参照できます。
#957 『西塩田青年団報』第2号(1946年9月20日)3頁

https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p1261.jpg	2022-12-21
	52	[image: 家庭心得帖（『西塩田時報』第６０号（１９５２年９月５日第２頁））]	家庭心得帖（『西塩田時報』第６０号（１９５２年９月５日第２頁））	料理や洗濯、予定の立て方など、生活がプラスになる情報が掲載されています。
主婦の知恵などが新聞に載っているのは読んでいても面白く、実際に使える知識なのでためになると思いました。

▼この記事は以下から参照できます。
#1180 『西塩田公報』第60号(1952年9月5日)2頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p1180.jpg	2022-12-21
	53	[image: 幼女児おかっぱすすめ（『西塩田時報』第８４号（１９３０年１１月１日）２頁）]	幼女児おかっぱすすめ（『西塩田時報』第８４号（１９３０年１１月１日）２頁）	学校便りのようなものに、運動するときや勉強するときに邪魔にならないために髪型をおかっぱにすることを進めている記事がありました。
昔の女の子はおかっぱのイメージがありますが、こんな理由でおかっぱの子が多かったのかなと思いました。

▼この記事は以下から参照できます。
#364 #364 『西塩田時報』第84号(1930年11月1日)2頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0364.jpg	2022-12-21
	54	[image: 上田小県の感染症に関する情報源泉ピックアップ]	上田小県の感染症に関する情報源泉ピックアップ	『上田小県における感染症の歴史』 発刊記念研究発表会(2022/03/26)およびブックレット内容に関連する一次資料の一部を以下にピックアップします。

★私共の村(『塩尻時報』第14号1920/03/11)

★トラホーム予防に就て(『塩尻時報』第14号1920/03/11)

★第二章　近代上田のはじまり／第四節　新しい生活環境へ
　一　病気と対策
　二　予防・衛生の普及
　三　病院と医師・保健所
（『上田市誌 第14巻 近現代編(1)「新しい社会を求めて」』66～72頁）2002年10月）

★加美畑神社の疱瘡社(『神畑村誌』163,260頁)

★川辺村の赤痢1914年(『神畑村誌』163	2022-04-03
	55	[image: 第28号『上田小県における感染症の歴史』]	第28号『上田小県における感染症の歴史』	上田小県近現代史研究会ブックレット第28号『上田小県における感染症の歴史』
【編著・発行】上田小県近現代史研究会
【発行】2021年12月10日
【定価】600円（税別）上田市内の書店でお買い求めください。

　パンデミック（世界的大流行）はこれまでも幾度となく立ち現れ、先人たちもその度に脅かされてきました。多くの命が奪われ、社会活動に支障をきたしました。しかし、その都度全力で立ち向かい、できる限りの対策を講じて乗りこえようとしてきました。なす術もないと思われた時でさえ絶望せず、しばしば神仏に疫病退散を祈り続けました。(略)
　もう一度各章にわたり取り上げたテーマについて、明らかにできた教訓や課題、厳しい条件の中でも命や暮らし、さらには文化を守るための人々の努力があったことを確認してみましょう。（	2022-03-13
	56	[image: 当研究会発行のブックレット　バックナンバー]	当研究会発行のブックレット　バックナンバー	号によっては品切れがあります。上田市内の書店でお買い求めください。または上田小県近現代史研究会事務局へお申込みください（下記に住所記載）。

号数　ブックレットタイトル　著者　発行年月
1 『深町広子と上田自由大学』上原民恵[著] 1995.03,2000[改訂]【品切れ】
2 『上田小県地方に空襲があった』新津新生[著] 1996.07,2005[改訂]【品切れ】
2 『上田小県地方に空襲があった 増補改訂版』新津新生[著] 2005.07【品切れ】
3 『信州の鎌倉　別所温泉―歴史と文化―』上田小県近現代史研究会[編] 1997.10,1998[改訂]【品切れ】
4 『金	2022-03-06
	57	[image: 新憲法とポツダム宣言]	新憲法とポツダム宣言	この記事ではこれまでの明治憲法を否定し、新しい日本国憲法を肯定してどのようなメリットがあるかを詳しく解説している。終戦を迎えてから2年後に刊行された記事であるが、国民にはあまり定着していなかったことがよく分かる。


『西塩田時報「戦後」』第5号（1947年5月20日）2頁より	2022-02-14
	58	[image: 戦後の選挙]	戦後の選挙	1947年4月25日金曜日には第23回衆議院議員選挙が行われた。この時期から民主化に向けて選挙運動が活発に行われていたことがよく分かる。


『西塩田時報「戦後」』第4号（1947年4月20年）1頁	2022-02-14
	59	[image: 「私の地域探求」一覧(情報通信文化論2021成果物)]	「私の地域探求」一覧(情報通信文化論2021成果物)	★：マイテーマ　◆：探求者のマイサイトにリンク　【１】～【７】の地域は上田

【１】上田の歴史
★1「上田藩第6代藩主 松平忠固」(探求者：yo-to)
★2「上田の歴史（貿易、蚕糸業、金融）」(探求者：じょうじ)
◆3「明治の上田での生活」(探求者：Ｔ)
★4「戦時中の暮らしについて」(探求者：みるくた	2022-02-13
	60	[image: まとめ]	まとめ	食生活に関する記事を探すことを主眼に置いて西塩田時報を最後まで読んでみたが、探していたジャンル以外の記事であっても、少し目を通してみると案外面白く感じる言い回しなどが見つかり、意外と楽しく読めた。

また、通して読んだことによる発見として、戦前の記事では栽培法や家畜の育て方についてのものが多く、レシピは漬物などシンプルなものばかりであったが、戦後の記事ではそれらに加えて多少凝ったレシピについての記事もみられるようになった。

それまでは日持ちさせるための工夫であったレシピが、時代とともにさらに幅広い食事を楽しむためのものに変化していったことの表れだろうか。

掲載されている中には現在でも食べられているようなレシピもあったが、当時の人々がみな、時報に掲載されているような十分な食事	2022-02-09
	61	[image: あたたかい冬の料理の作り方（『西塩田時報［戦後］』第33号（1949年12月20日）4頁）]	あたたかい冬の料理の作り方（『西塩田時報［戦後］』第33号（1949年12月20日）4頁）	シチュー、カレー、うどん。これら3つはどれも、現在でも親しまれている、冬にぴったりな料理である。しかしレシピの内容を見てみると、シチューでは鮭のかわり、カレーでは肉のかわりにイナゴやサナギを使うという。

一方の南瓜うどんの項には「暖かい変った野菜ウドンができて面白い」とあるが、魚や肉の代わりとしてイナゴやサナギを用いていたことの方が、文化として余程興味深いと感じた。


▼資料出典元
#1074 『西塩田時報[戦後]』第33号(1949年12月20日)4頁	2022-02-09
	62	[image: ごはんのようい（『西塩田時報』第178号（1938年9月10日）2頁）]	ごはんのようい（『西塩田時報』第178号（1938年9月10日）2頁）	第169号（1937年12月25日）の辺りから急に戦争ムードに突入し、「戦線」「陸軍」「兵隊さん」などととてもレシピどころではない言葉が並んでいた『西塩田時報』であったが、その中に一つほっこりする記事を一つ見つけた。

「尋二西」とあること、この記事が小学校便りであることから、おそらく書き手は10歳以下であろう。そんな子供が、母の頼みを聞いて、妹と思われる「やい子」と一緒にご飯を炊き、茹でたとうもろこしを妹と二人で食べるという内容である。

発行された当時にも、この記事を読んで心が癒された人は多かっただろう。


▼資料出典元
#792 『西塩田時報』第178号(1938年9月10日)2頁	2022-02-09
	63	[image: 澤庵漬（『西塩田時報』第96号（1931年11月1日）4頁）]	澤庵漬（『西塩田時報』第96号（1931年11月1日）4頁）	『西塩田時報』第1号が1923年7月1日に発行されてから8年4ヶ月、記念すべき初掲載レシピは、たくあんであった。

漬け込みの方法、その際の注意点、美味しい大根の選び方などが記載されている。

7ヶ月以上の保存を想定した「から漬け」では、塩を一度に三升（約5.67kg）も使ったという。さぞ塩からくて保存のきくたくあんだったことだろう。


▼資料出典元
#420 『西塩田時報』第96号(1931年11月1日)4頁	2022-02-09
	64	[image: はじめに]	はじめに	授業で西塩田時報を斜め読みした際に、「ビタミンの話」という記事に目がとまり、当時の人々の健康状態と関連付けて記事を一つ書いた。

せっかくならばさらにしっかり読み、かつての上田の食生活のことを知りたいと思った。

西塩田時報に改めて目を通し、「西塩田時報に見る食生活」というテーマで、特に工夫を感じたものや時代の流れを感じたものなどを数記事紹介する。


▼資料出典元
#1 『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)1頁	2022-02-09
	65	[image: 虫歯を予防で歯を食いしばりましょう　ムシ歯防止デー(『西塩田時報』第163号(1937年6月1日)4頁)]	虫歯を予防で歯を食いしばりましょう　ムシ歯防止デー(『西塩田時報』第163号(1937年6月1日)4頁)	　口の健康は身体の健康と呼ばれるように口の健康は身体の健康につながる。この時代は歯ブラシも配給制であった。
　栄養以外にも身体の健康にはいろいろ繋がるものがある。虫歯だけでなく身体のケアに心がけよう。

出典元：
　『西塩田時報』第163号(1937年6月1日)4頁	2022-02-09
	66	[image: 米じゃなくて麦?　麥の増産に就て(『西塩田時報』第11号(1943年11月10日)1頁)]	米じゃなくて麦?　麥の増産に就て(『西塩田時報』第11号(1943年11月10日)1頁)	　日本はお米のイメージがあるがこの記事では麦の生産が奨励されている。お米は水も多く使うし、時間もかかるということでこの時期は早く生産できる麦が奨励されていたのでは。
　私達が毎日食べてられるのは農家さんであったり、漁師さんのおかげである。今こうやって食べられる時代に感謝をしたい。

出典元：　
『西塩田時報』第11号(1943年11月10日)1頁	2022-02-09
	67	[image: なにを飼うの!?　養狸の将来性と品種の選択について(『西塩田時報』第184号(1939年3月1日)2頁)]	なにを飼うの!?　養狸の将来性と品種の選択について(『西塩田時報』第184号(1939年3月1日)2頁)	　現在ではペットとして犬や猫などが主流である。ただこの記事では狸の飼育の重要性が書かれている。少しフォルムとしては犬に近いかもしれないが現代だったらとても違和感がある。
　自分で飼うペットはかわいいが、人さまに迷惑のかからないように。くれぐれも飼っている方はご注意を。

出典元：
　『西塩田時報』第184号(1939年3月1日)2頁	2022-02-09
	68	[image: まとめ]	まとめ	戦後の生活を見る事例の一つとして今回調査を行ったが、歴史の教科書には載っていないような、終戦後立ち直っていく住民の姿がありありとみることができた。
具体的には、GHQが取り組んだ民主化が地方にも広がっていたことや、政治参加への意欲が現代よりかなり高かったことがわかり、良い学びになったと思う。

[参考資料]
『西塩田時報』Vol.2(戦後編1946～1956)ページごとの画像(https://d-commons.net/uedagaku/detail.php?id=3622)　みんなでつくる信州上田デジタルマップ　信州上田学アーカイブ	2022-02-02
	69	[image: 現代用語の基礎知識(『西塩田青年団報』第33号(1949年12月20日)1頁)]	現代用語の基礎知識(『西塩田青年団報』第33号(1949年12月20日)1頁)	その名の通り、現代日本において知られるようになってきた用語を紹介している。外来語についても紹介している。

今の私たちにとっては身近な言葉も、こうして徐々に浸透していったんだということがわかり、面白いと感じた。	2022-01-27
	70	[image: 運動服調達　決算について(『西塩田青年団報』第32号(1949年11月20日)1頁)]	運動服調達　決算について(『西塩田青年団報』第32号(1949年11月20日)1頁)	学校の野球・排球用のユニフォーム調達のための寄附結果を掲載、お礼している記事。

スポーツに対する協力体制が感じられ、スポーツが村民にとっても娯楽的に親しまれていることがわかった。	2022-01-27
	71	[image: 新憲法とポツダム宣言(『西塩田青年団報』第5号(1947年5月20日)2頁)]	新憲法とポツダム宣言(『西塩田青年団報』第5号(1947年5月20日)2頁)	明治憲法(大日本帝国憲法)が改正されたのは、憲法をポツダム宣言に沿う内容にしなくてはならなかったからだと主張している記事。改正後の憲法がポツダム宣言に準じているということを、実際にそれぞれの条文を比べることで示している。

日本を愛する人民として、新憲法とポツダム宣言は理解しておくべきだという主張が、当時の政治への意欲を表しているように感じた。	2022-01-27
	72	[image: 拔け切れぬ弊習　村議戰を顧みて(『西塩田青年団報』第5号(1947年5月20日)1頁)]	拔け切れぬ弊習　村議戰を顧みて(『西塩田青年団報』第5号(1947年5月20日)1頁)	記事発行以前に行われた村議員選挙において、それがいかに非民主的なものだったかということを痛烈に批判している記事。後ろ盾の無い民主団体や個人は不利な状態に立たされ、女性の候補者も一人も現れなかったという状況を、封建的なかつての選挙と変わらないと言っている。

戦前や戦時中ではこのような政治に対する批判は絶対にできなかったと思うので、自らの意見を自由に発信できる時代の訪れを感じた。	2022-01-27
	73	[image: 働くものが幸福になる！民主政府は総選挙で(『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)１頁)]	働くものが幸福になる！民主政府は総選挙で(『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)１頁)	これから選挙に臨む村民達に、勤勉に働く者が損をしないような社会を作るべく考えて投票を行うことを促している記事。

そのために、どのように投票するのがいいのかを解説しているのがわかりやすく、政治に疎い読み手のことを考えているな、と思う一方、現代では自由な投票を歪める可能性があるのであまり推奨されることではないようにも思う。また、女性の選挙権を求める記事も同時掲載しているのが、差別撤廃を目指す時代性を表していると感じる。	2022-01-27
	74	[image: スポーツ欄(『西塩田青年団報』第２号(1946年9月20日)4頁)]	スポーツ欄(『西塩田青年団報』第２号(1946年9月20日)4頁)	地域の野球・卓球の体育祭典のリザルトを掲示した記事。

戦前ではスポーツをやる余裕など無かっただろうと思うが、こうして大会が開けるまでに平和が戻ってきたということを表す、微笑ましい記事だと感じた。	2022-01-27
	75	[image: 民主苦言(『西塩田青年団報』第２号(1946年9月20日)１頁)]	民主苦言(『西塩田青年団報』第２号(1946年9月20日)１頁)	農村の民主化政策に対して消極的、反動的な意見を排除して意欲的に民主化を進めようと呼びかけた記事。

GHQを中心とした国内改革の成果が見られる記事であるように感じた。	2022-01-27
	76	[image: 英靈故山に還る(『西塩田青年団報』第１号(1946年8月25日)１頁)]	英靈故山に還る(『西塩田青年団報』第１号(1946年8月25日)１頁)	戦死した五名の男子。その名前と戦死日時、場所が中央に大きく書かれていた。
この記事における「英靈」とは死者、特に戦死者の霊を敬って言う語を意味していると思われ、「故山」とは彼らの故郷。
つまり、故郷に遺体という形ではあるが再び還ってきた五名の霊を追悼しよう、という心がけが見受けられる。

国のために命を捧げて死ぬのは美徳であり、仕方ないことだという戦前の考え方が薄れてきているようにも思えた。	2022-01-27
	77	[image: 満州移民②]	満州移民②	こちらの記事は先ほど紹介した小林信悟さんの満州での生活を記したものである。
これを見る限り、渡った先では農耕班として農業をしており、食事に関しても毎日白いお米を食べることができたり、週一でカレーを食べていたりと充実しているように見えた。休日に関しては、月に2～3回と現代と比べればとても少なく感じた。こちらの資料も実際の生活状況が伺える貴重な資料であると感じた。	2022-01-27
	78	[image: 満州移民①]	満州移民①	こちらの記事は満州移民として満州へ行った小林信悟さんの話についてである。
当時長野県から満州移民として満州と渡った人数が約31000人で一位だという。第二位の山形県が15000人弱であるからダントツのトップである。
この記事ではここ上田から満州とへの経路で起きた出来事が詳細に語られている。このような詳細な資料は現在体験された方が減少していっているため非常に貴重な資料であると感じるとともに、その生々しさがひしひしと伝わってきた。	2022-01-27
	79	[image: 家庭生活の民主化から]	家庭生活の民主化から	この記事では終戦後の民主化政策に困惑する女性の意見を知ることができる。男性よりも女性が教育を受ける機会が少なかった当時の状況で「男女同権」を主張する民主主義に対して女性にはあまり受け入れられなかったようだ。

『西塩田青年男報』第5号（1946年12月25日）第一頁より	2022-01-27
	80	[image: 壮行會]	壮行會	こちらの記事は小學校での行事を示した記事である。
今と少し異なるところが5月27日と3月10日に行われた行事だ。
5月27日には海軍記念日として登山を、3月10日には陸軍記念日として記念講話を行っている。これらはどちらも軍を重んじた行事であり、小學校からこのようなことが行われていたと言うことを生の資料から受け取ることができた。

記事はこちらから
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0078.jpg	2022-01-25
	81	[image: 勤儉週間]	勤儉週間	こちらの記事は勤儉週間についての記事である。
勤儉とはよく働き、倹約することの意である。戦地にいる兵隊が苦労しているから私たちもきちんと働き倹約しようという意味を込めてのものだと考察した。
標語である「今日の勤儉　明日の極楽」や「家を興して国を富ませ」等は当時の考えを体現したものだと感じた。
また「一銭を笑ふものは一銭に泣く」という標語が個人的に気に入った。今も昔もお金は大事。

記事はこちらから
1枚目：https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0058.jpg
2枚目：https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0153.jpg	2022-01-25
	82	[image: 徴兵]	徴兵	こちらの記事は徴兵検査の結果についての記事である。やはり戦争ということで徴兵についての記事は多く見受けられた。徴兵検査の結果や徴兵適齢届の存在、また、小学校で兵士の壮行会が行われていたり徴兵検査の心得等々多様なものを発見することができた。
一つ疑問に思ったは、1枚目と2枚目からわかる通り、徴兵令が出されており届出をしないと罰せられるのにも関わらず、結果として31名中10名(6名が無名とあるため16人までの可能性あり)という少し低めな合格率であることだ。徴兵として集められても合格できなかった人は一体何をして過ごすこととなるのだろうか。

記事はこちらから
1枚目：https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0006.jpg
2枚目：https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0016.jpg
3枚目：https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0060.jpg
4枚	2022-01-25
	83	[image: 現役兵]	現役兵	この記事は塩田の村における現役兵を示したものである。
大勢の方の名前が記されているが、私が疑問に思ったのは左側に書かれている「海軍」についてだ。筆者は横須賀という文字から神奈川に配属された兵だと考察をした。なんとなく海がある県の方が適していると感じているが、長野県は海無し県であるのにも関わらず海軍に任命されるのが少し疑問に思った。

記事はこちらから
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0003.jpg	2022-01-25
	84	[image: 戦後の上田]	戦後の上田	西塩田時報を読んで戦後の上田について興味を持った。戦後に刊行された西塩田時報から資料を収集したいと考えている	2021-12-22
	85	[image: 戦中・戦後の食生活]	戦中・戦後の食生活	西塩田時報を読んで、昔の食生活に興味を持った。
食料に限りがあった中でどんな工夫がなされていたのか、戦中から戦後で食生活がどのように変わっていったのかなどについて調べたい。
資料としては西塩田時報を主に活用する予定。	2021-12-21
	86	[image: 西塩田時報から見る戦争]	西塩田時報から見る戦争	情報通信文化論の講義で西塩田時報の存在を知り、斜め読みをしてみてやはり戦争のことが多く取り上げられていたためそこからこの地域における戦争についてのことが少しわかるのではないかと思ったため。範囲は戦前までとし、莫大な量があるため適宜ピックアップしていく。	2021-12-21
	87	[image: 「西塩田時報」から見る戦時期の上田]	「西塩田時報」から見る戦時期の上田	探求テーマ選択理由：個人的に歴史関連の授業で戦争について学んでいる事もあり、戦争下で生きていた人々の足跡に興味を引かれている。そして先日「西塩田時報」を読んだとき、戦争に関わる内容が多いと感じた。当文献を用いたこの探求テーマなら、自らの興味を満たす調査が行えるのではないかと思ったため。
探求内容：戦前・戦後の人々の生活を表す記事をいくつかピックアップし、自らの所感を述べていく。
調査に用いる資料：「西塩田時報」	2021-12-19
	88	[image: 土地部について『西塩田時報』第61号(1928年12月1日)1頁]	土地部について『西塩田時報』第61号(1928年12月1日)1頁	戦後の土地の使い方について、関心が寄せられていることがわかる	2021-12-15
	89	[image: 若男見解の文面に接して『西塩田時報[戦後]』第13号(1948年3月25日)3頁]	若男見解の文面に接して『西塩田時報[戦後]』第13号(1948年3月25日)3頁	昔の人の見解を知れるのは面白い。	2021-12-15
	90	[image: 草木染の仕方（『西塩田時報』第132号（1934年11月1日）2頁）]	草木染の仕方（『西塩田時報』第132号（1934年11月1日）2頁）	この記事は草木染の復興の経緯と染色手順が記されている。手染の良さや使う草木によって染まり方の違いが細かく書かれている。

手染は確かに手間がかかるが、その分自分好みの味わいのある素敵なものができる。また使う草木によってこんなにも色合いのバリエーションがあることに驚いた。実際に自分も行ってみたいと感じた。

▼この記事は以下から確認できます。
584 『西塩田時報』第132号(1934年11月1日)2頁	2021-12-16
	91	[image: 親の愛（『西塩田時報』第117号（1933年8月1日）4頁）]	親の愛（『西塩田時報』第117号（1933年8月1日）4頁）	この記事は親は我が子の欲望をどれだけ叶えてあげられるのかが話題になっている。それは子供が成長するにつれて難しくなってくると書かれている。

子供が愛されているという前提で書かれていたが、今日では親が子供を虐待といった問題も多く考え方が変わるのではないか。こういった今と昔の考え方の違いが面白いと感じた。

▼この記事は以下から参照できます。
520 『西塩田時報』第117号(1933年8月1日)4頁	2021-12-16
	92	[image: 電力危機回避（『西塩田時報[戦後]』第7・8号(1947年8月20日)4頁）]	電力危機回避（『西塩田時報[戦後]』第7・8号(1947年8月20日)4頁）	電力危機回避の記事です。電力不足から脱却した嬉しさが語られています。

▼この記事は以下から参照できます。
『西塩田時報[戦後]』第7・8号(1947年8月20日)4頁	2021-12-15
	93	[image: 団体の規則（『西塩田時報』第74号(1930年1月1日)1頁）]	団体の規則（『西塩田時報』第74号(1930年1月1日)1頁）	塩田地区の団体の規則を見ることができます。その当時にあったもので、とても興味深い内容になっています。
▼この記事は以下から参照できます。
『西塩田時報』第74号(1930年1月1日)1頁	2021-12-15
	94	[image: 電力危機突破について『西塩田時報「戦後」』第10・11号(1947年11月30日)1頁]	電力危機突破について『西塩田時報「戦後」』第10・11号(1947年11月30日)1頁	戦後間もない時期の深刻な電力不足に陥ってる状況がとてもよく分かる記事です。	2021-12-15
	95	[image: 大相撲『西塩田時報』第３号(1923年11月30日)３頁]	大相撲『西塩田時報』第３号(1923年11月30日)３頁	幼い頃から相撲が好きなため、当時の相撲について興味をもたから。	2021-12-15
	96	[image: 農家恐慌の実態（『西塩田時報』第1号(1934年10月1日)4頁）]	農家恐慌の実態（『西塩田時報』第1号(1934年10月1日)4頁）	この記事は、面白いというより読んでいて当時の農家の実態のひどさが印象に残ったから選んだ。
私たちは、様々な恐慌についても、過去の出来事として学んでいるがここに書かれたものだと、現実味があって当時の苦労していた様子がリアルに伝わってきた。
馬鈴薯を主食にして１日に一回位の米粒を口にするものは上乗とされているとか、僅かな塩で飢えを充たしているとか。このような時代があったことを知っておく必要があるし、みんなに読んで欲しいと思った。
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0579.jpg	2021-12-15
	97	[image: ビタミンの話（『西塩田時報』第5号(1946年12月25日)4頁）]	ビタミンの話（『西塩田時報』第5号(1946年12月25日)4頁）	「ビタミンの話」というあまり見かけない話題にまず惹かれた。

記事の下には6種類のビタミンが表で示されている。書かれている食材が昔っぽいのもまた面白いなと思うし、すごく細かく詳しく書かれているので、きっとこの記事が役に立ったんだろうなと感じた。



https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0973.jpg	2021-12-15
	98	[image: 民主政府は総選挙で（『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁）]	民主政府は総選挙で（『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁）	この記事には、戦後の当時の選挙に対するとてもあつい雰囲気がうかがえる。「私たちが幸福になるためによく考える」という点は今でも変わらないものだ。

▼この記事は以下から参照できます
#985 『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁	2021-12-15
	99	[image: 家庭メモ（『西塩田時報』第73号（1953年10月5日）4頁]	家庭メモ（『西塩田時報』第73号（1953年10月5日）4頁	当時の法務省民事局参事官平賀健太氏が講義を行った「戸籍」についての記事である。

戸籍の話から住民票や選挙権、戦没者の身分証明に至るまで、戸籍の重要性を講義している。

戸籍の届け出が正確ではなかった当時の様子がうかがえる内容である。

▼この記事は以下から参照できます。
#318 『西塩田時報』第73号(1929年12月1日)4頁	2021-12-15
	100	[image: 禁酒(西塩田時報第1号(1923年7月1日)4頁)]	禁酒(西塩田時報第1号(1923年7月1日)4頁)	酒でよほど痛い目を見たのか、端から否定派なのか、、
禁酒を進めるというよりかは酒を飲む人を全否定する言葉を並べてある。
しかし、軽快でストレートな表現が嫌味でなくて面白い。

▼この記事は以下から参照できます。
#4 『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)4頁	2021-12-15
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